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45,486～平成30年度交付決定額： 平成31年度要望額： 10,325

33 年度平成 26 年度 ～ 平成

事業概要：

（2）実施事業の概要 別紙②のとおり

（1）補助金額 8 補助事業の概要 千円

地域文化財総合活用推進事業 実施計画

愛知県西尾市  2 補助事業の種類 1 都道府県・市区町村名

本事業については、西尾市が事業の指導、助言、また、各種連携調整を行う。
・文化振興課：本事業の進行等及び文化財の取扱等に関する指導等
・商工観光課：本事業の進行等に関する助言等

また、事業の実施については、次の団体が実施
西尾市文化遺産地域活性化実行委員会（会長 杉田 愛次郎）
構成団体：西尾市文化財保護委員会・西尾市観光協会・西尾市教育委員会文化振興課・西尾市商工観光課・にし

お観光ボランティアガイドの会・吉良あないびとの会・西尾観光案内おもてなし隊

 3 実施計画の名称

 4 実施計画期間

 6 実施体制

 5 実施計画の概要

西尾市においては、平成23年4月に西尾市・幡豆郡三町の合併により、新「西尾市」が誕生し、この合併に伴い、多
くの文化、歴史資源が増えました。しかし、これら文化、歴史資源は豊富にあるものの、市民の間では旧市町の資
源としてどのようなものがあるのかさえよくわからない状況となっています。また、平成25年度に「西尾市観光基
本計画」においては、市内にある豊富な文化や歴史資源を活用して、市への来訪者を増加させることが位置付けら
れています。
また、現在の西尾市域とほぼ同じ地域において、足利氏が吉良荘の地頭に任命される契機になった承久の乱（1221
年）から、2021年は800年を迎える節目の年となっています。
このような本市の背景のもと、下記のような取り組みを通じて、西尾市民が市内の文化歴史に精通し、訪日外国人
観光客や来訪者等に対して、「おもてなしの心」で接していくことができるように、人材の育成やその情報発信な
どを行うとともに、広く、市内外の方に対して、西尾市の歴史文化を周知し、市民とともに地域を活性化していき
ます。また、平成26年度から本補助金により｢西尾おもてなし大学｣を実施しており、本補助金により継続して実施
することで更に効果を高めることが期待できます。
1.「西尾おもてなし大学」による文化遺産の紹介ボランティア養成事業（平成26年度～平成33年度）
2.「市内の文化財情報発信事業」（平成30年度～平成33年度）

地域文化遺産活性化

西尾市文化遺産を活用した地域活性化事
業

【計画の改善時期】

 10 その他事業（自主財源，民間団体，他省庁等からの補助（支援）を予定している事業など）

 9 その他計画実施により想定される効果（定性的な効果を記載）

 12 担当部局

１．人材育成事業による効果
（１）「西尾おもてなし大学」による文化遺産の紹介ボランティア養成事業
・「西尾おもてなし大学」で市民が自分たちのまちの歴史や文化、伝承を知ることにより、市民の地域の愛着や誇
りが醸成され、西尾市の歴史や文化遺産に関する関心や意識が向上するとともに、市外の人に向けて文化遺産等を
はじめとした情報発信が期待できる。
２．情報発信事業による効果
（１）「市内の文化財の情報発信事業」
・市内の歴史や文化を紹介する冊子を、親しみやすい漫画形式で発行することにより、文化財に対しる市民の理解
度の向上が期待できる。また、漫画形式により子どもに対しる啓発もより促進され、文化財保存に向けた次世代の
育成も期待できる。

文化遺産総合活用推進事業（文化財保存活用地域計画作成事業）をH31～33年度の３か年で策定する予定
としている。

地方公共団体
担当部局課

西尾市文化振興課

 11「文化財保存活用地域計画」の作成・認定や「文化財保存活用大綱」の策定，「歴史文化基本構想」の策定
や「歴史的風致維持向上計画」の作成・認定に向けた計画の見込等

事業概要：

事業概要：

千円

 7 実施計画における目標と期待される効果 別紙①のとおり

様式１－１



西尾市において
は、平成23年4月
に西尾市・幡豆郡
三町の合併によ

人平成 26 年度 【目標値】9,828 人 平成 10,50033 年度

西尾市まち・ひと・しごと総合戦略において、H26年度からH31年度の西尾駅乗降者数の
目標が、５年間で500人増としているため、H33年度まで同様の伸び率とした。

年度 平成 31 年度 平成 32 年度

人

各年度，状況値，目標に対する達成率

#REF!

平成

平成 32 年度 平成 33

7 実施計画における目標と期待される効果 別紙

目標区分１： 地域の文化資源を活用した集客・交流

評価指標区分１： 文化遺産が所在する最寄駅の乗降者者数 （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標１： 名鉄西尾駅の乗降者数 関連事業:
1.「西尾おもてなし大学」による文化遺産の

紹介ボランティア養成事業

進捗状況１： 各年度，状況値，目標に対する達成率

平成 29 年度

目標値１： ⇒【現状値】

人 人 人

74%

具体的な指標２：
市内の祭礼行事（西尾祇園祭・三河一色大提灯
まつり・鳥羽の火祭りの合計）の入込客数

関連事業:
1.「西尾おもてなし大学」による文化遺産の
紹介ボランティア養成事業

設定根拠２：
観光基本計画において、2023年度の年間観光入り込み客数が450万人としており、その
内訳の想定として、西尾祇園祭・三河一色大提灯まつり・鳥羽の火祭りの合計が43万人
とされており、同様の数値とした。

進捗状況２：

人

平成 30

目標区分２： 伝統文化の継承体制の維持・確立

評価指標区分２： その他 （具体的な指標は次のとおり）

10,323 人

平成 33 年度 平成 34

90%

年度

10,433

389,000 #REF! #REF!

平成 34 年度平成 29 年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度

33 年度 108,500 人

#REF!

410,000 #REF!

目標区分３： 地域の文化資源を活用した集客・交流

評価指標区分３： 文化遺産が所在する最寄駅の乗降者者数 （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標３： 島民利用を除く市営渡船利用者数 関連事業:
2.「市内の文化財の情報発
信事業」

#REF! #REF!

#REF!

目標値３： 【現状値】 平成 26 年度 79,200 人 ⇒ 【目標値】

年度 平成 30 年度 平成 31 年度

設定根拠３：
西尾市まち・ひと・しごと総合戦略において、H26年度からH31年度の島民を除く渡船利
用者数の目標が、５年間で5800人増としており、その伸び率の４倍程度を設定した。

進捗状況３： 各年度，状況値，目標に対する達成率

年度 平成 34 年度平成 29

92%

106,210 人 人 人

77%

101,831 人 人 人

様式１－１別紙①



～

 8（2）実施事業の概要 別紙

事業①：
1.「西尾おもてなし大学」による文化遺産の紹
介ボランティア養成事業

実施団体： 西尾市文化遺産地域活性化実行委員会

評価指標区分： ・その他 （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標： 西尾観光案内おもてなし隊による文化財紹介ボランティア活動数

目標値：

～ 平成 33 年度

事業概要：
全ての市民が文化財を紹介できる観光ボランティアとなれるように、西尾おもてなし大学を開講する。市内に在住の
住民や団体を講師として招聘し、各住民が得意とする歴史や伝承などを教える講座を実施する。過年度の卒業生で
あるおもてなし隊の会員はおもてなし大学アドバイザーとして講座のサポートを行う。

事業区分： 人材育成 事業期間： 平成 26 年度

【目標値】 平成年度 0 件/年

事業区分： 人材育成 事業期間： 平成 26 年度 平成 33

33 年度

28 人

27%

100

年度

件/年

67%

件/年 件/年 件/年4 件/年

事業②：

67%

4 件/年

件/年

33 年度 平成 34 年度31 年度 平成 32 年度 平成

1.「西尾おもてなし大学」による文化遺産の紹介ボ
ランティア養成事業

実施団体： 西尾市文化遺産地域活性化実行委員会

進捗状況： 各年度，状況値，目標に対する達成率

平成 29 年度 平成 30 年度 平成

⇒ 6【現状値】 平成 27

本市に興味のある市内外の多くの方が本市の文化財のこと知り、文化財を紹介できる観光ボランティアとなれるように、西尾おもて
なし大学を開講する。市内に在住の住民や団体、有識者を講師として招聘し、文化資源について、各回のテーマごとにが講師の
得意とする専門分野の歴史・文化や伝承などを教える講座を、原則、公開講座形式として実施する。講座受講者については、観光
おもてなし隊への参加を促し、次年度以降の活動を行う。

評価指標区分： ・ボランティアガイド育成講座修了者の後年度活動者数 （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標： 西尾観光案内おもてなし隊の会員数

目標値： 【現状値】 平成 27 年度 20 人 ⇒ 【目標値】 平成 33 年度 人

事業概要：

50

進捗状況： 各年度，状況値，目標に対する達成率

平成 29 年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度 平成 34 年度

32 人 人 人 人 人

40%

33 年度 平成 34

人

事業③： 2.「市内の文化財の情報発信事業」 実施団体： 西尾市文化遺産地域活性化実行委員会

事業区分： 情報発信 事業期間： 平成 30 年度 ～ 平成 33 年度

事業概要：
本市の歴史である、吉良氏の発祥から江戸元禄改易までの事績、関連史跡等の解説冊子を作成し、発行する。漫画
形式として作成することで、若年層からお年寄りまで親しみやすい冊子とし、｢文化遺産の保存運動｣に対するモチ
ベーションの醸成と次代の担い手としいての意識を醸成する。

評価指標区分： ・その他 （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標： 西尾のまつり応援隊の会員数

目標値： 【現状値】 平成 28 年度 0 人 ⇒ 【目標値】 平成 33 年度

進捗状況： 各年度，状況値，目標に対する達成率

年度平成 29 年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成

19 人 人 人 人 人

19%

15 人

15%

様式１－１別紙②


